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※ 問題は、次のページに続きます。 

年 組 番 氏名 

１６１ 分 
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※ 問題は、次のページに続きます。 

７６ 人 
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 解答欄 

 

（例） ８時台は総度数が 54 で、待ち時間が 60 分未満の度数が

27 なので相対度数は 0.50 である。また、11 時台は総度数

が 25で待ち時間が 60分未満の度数が 20なので相対度数は

0.80である。８時台と 11時台の相対度数を比べると、0.50

より 0.80の方が大きい。よって、60分未満の来院者数は、

８時台の方が 11時台より多いとは言い切れない。 

 

（例） ８時台は総度数が 54 で、待ち時間が 60 分以上の度数が

27 なので相対度数は 0.50 である。また、11 時台は総度数

が 25 で待ち時間が 60 分以上の度数が５なので相対度数は

0.20である。８時台と 11時台の相対度数を比べると、0.20

より 0.50の方が大きい。よって、60分未満の来院者数は、

８時台の方が 11時台より多いとは言い切れない。 
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